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１．線引き制度と本市の取り組み状況               

市街化区域と市街化調整区域の区分（以下、線引き）は、無秩序な市街化を防⽌し計画的
に市街化を図ることを⽬的とした都市計画の制度です。本市では、宮城県が策定する「仙塩
広域都市計画区域※の整備、開発及び保全の⽅針」（以下、区域マスタープラン）に併せ、こ
れまでに７回の線引き⾒直しを実施しました。本市では、第 6 回⾒直し（平成 22 年 5 ⽉）
より、線引き⾒直しに係る仙台市案作成の⽅針を作成し、⼈⼝減少や⾼齢化など社会経済情
勢に対応するため、市街化区域の拡⼤は⾏わないことを基本に⾒直しを⾏っています。 

宮城県では、令和６年度に新たな区域マスタープランを策定する予定としており、これに
併せ、本市では令和５年３⽉頃に線引き⾒直しに係る仙台市案を宮城県へ申出する予定です。 

 
※都市計画区域 

都市計画法に基づき、「⼀体の都市として総合的に整備し、開発し、及び保全する必要がある
区域」として都道府県が定める区域。仙台市は１１市町村からなる「仙塩広域都市計画区域」
の⼀部。 

 
 

２．本市の都市づくりの考え方                  

仙台市都市計画マスタープランでは、今後、進展が⾒込まれる⼈⼝減少や⾼齢化などの状
況を踏まえ、都⼼や広域拠点（泉中央地区・⻑町地区）、地下鉄沿線の都市軸、鉄道沿線に商
業・業務、福祉・⼦育て・医療などの都市機能を集積する、機能集約型の都市づくりに取り
組んでいます（P.4 参照）。 

併せて、本市では市街地が量的には⼀定程度充⾜してきており、これまで以上に市街地を
「つかう」という視点を持ち、魅⼒や活⼒あふれる都市活動が展開される持続可能で多様性
に富んだ都市づくりにも積極的に取り組むこととしています。 

また、地域経済を⽀える⼯業・流通・研究について、各機能のさらなる集積と国際的・広
域的な産業機能や研究開発機能の⼀層の集積を図るとともに、産業構造の変化に対応した地
域産業機能を集積することとしています。 

機能集約型の都市づくりを進める上では、市街地の積極的な拡⼤を⾏う状況には無く、本
市の経済成⻑や魅⼒・活⼒の創出につながる市街地整備を限定的かつ効果的に進めていく必
要があります。 

 

市街化区域と市街化調整区域の区分（線引き）の 

見直し案作成に係る仙台市の方針 

令和 4 年 6 月 

ohba0001937
テキストボックス
別紙資料1-1

ohba0001937
テキストボックス
（令和4年6月27日　仙台市都市整備局より受領）



2 
 

３．第８回線引き見直しに係る仙台市案作成の方針 

本市の都市づくりの考え⽅を踏まえ、以下の２つの⽅針により仙台市案の作成を⾏います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針１ 市街化区域への編入は、以下に該当する地区に限定して行う 
 

１－１．鉄道駅徒歩圏で、地域の特性を生かした魅力・活力を生み出す地区 

鉄道駅徒歩圏で、地域の特性を生かした魅力・活力を生み出す都市機能の誘導や

居住・商業・業務・医療・福祉・子育てなどによる良好な居住環境の形成を図り、

計画的な市街地整備が確実に行われる見込みのある地区については、市街化区域へ

の編入を検討します。 

なお、居住系の土地利用を計画する場合は、人口フレーム※の範囲内で調整が必要

になります。 

   ※人口フレーム 
 

宮城県による都市計画基礎調査における将来人口予測の結果、既存の市街化区域で収容 

しきれない人口のこと。 

 

 

１－２．地域経済を支える工業・流通・研究施設の立地を図る地区 

電子商取引の拡大等を背景とした物流倉庫の需要の増加、次世代放射光施設の立地

による研究開発拠点や関連産業の集積など本市の経済や産業を取り巻く状況の変化に

対応した都市機能が求められています。 

工業・流通・研究施設の配置にあたっては、本市が有する広域的な道路ネットワー

クの活用や様々な立地ニーズなどにより、既存市街化区域内での対応が困難な場合が

考えられることから、市街化区域への編入を検討します。 

なお、工業・流通・研究施設の立地にあたっては、周辺の生活環境や自然環境への

影響が想定されるため、既存市街化区域との連続性や周辺環境への影響に十分な配慮

を図ることが必要になります。 

また、公有水面埋立事業により市街地を整備した地区のうち、既存市街化区域との

一体性が確保されている地区についても、市街化区域への編入を進めます。 

 

 

 

方針２ 市街地の豊かな自然環境の保全が必要な地区や未利用地につ

いて市街化調整区域への編入を進める 
 

自然環境と都市機能が調和した持続可能な都市を実現するためには、河川や緑地

などの豊かな自然環境を一層保全、継承していく必要があります。 

そのため、既存の市街化区域で良好な緑地空間が保持されている地区について

は、市街化調整区域への編入を積極的に検討します。 

また、市街化調整区域に隣接する既存市街化区域の中で、今後の土地利用が見込

まれない地区について、市街化調整区域への編入を検討します。 
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４．線引き見直しの手順                     

線引き⾒直しにあたっては、本⽅針に基づき、本市が⾒直しを⾏う候補地区を８⽉上旬
までに抽出します。その後、11 ⽉上旬までに各地区の評価・調整を⾏った上で、仙台市案
を作成します。 

仙台市案は、学識経験者や市議会議員などで構成される仙台市都市計画審議会への諮問
を経て、令和５年３⽉頃に宮城県へ市案を申し出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※上記スケジュールで県へ申出を⾏うため、今回（第８回）線引き⾒直しは、令和４
年 7 ⽉中旬までにご相談があった地区が検討対象となります。なお、7 ⽉中旬以降
のご相談につきましては、⾒直し⼿続きのスケジュール上、対応できませんのでご
了承願います。 
詳細については仙台市都市計画課までお問い合わせください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 見直し方針作成 

 見直し候補地区の抽出 

 見直し候補地区の評価・調整 

仙台市案の作成 

都市計画審議会 

（仙台市案の決定） 

宮城県へ仙台市案を申出 

R4.6 

R4.8 頃まで 

R4.11 頃まで 

R5.2 頃 

R5.3 頃 
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（参考）土地利用の基本的な考え方                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用における地域区分（仙台市都市計画マスタープラン） 

仙台市 都市整備局 都市計画課 計画調整係 

〒980-8671 仙台市青葉区国分町三丁目 7 番 1 号 

TEL：022-214-8294 MAIL：tos009110@city.sendai.jp 



 

方法書 1 ページ 

 

(修正前) 

1.2.3 事業の目的 

対象事業計画地の大半は、仙台市都市計画マスタープランにおける鉄道沿線区域に位

置付けられており、駅を中心に地域の特性や交通利便性を生かした暮らしに必要な商業・

業務機能等の集積を図ることとしている。 

また、対象事業計画地の一部は東日本旅客鉄道株式会社（以下、「JR」という）仙山線

愛子駅から約 1.0km 圏内に位置しており、通勤・通学地としても良好な立地条件である

ことから、北側の既存市街地との調和を図り、住宅及び近隣サービス施設等の整備を行

うことで、地域の魅力を高めることが期待される。 

このため、本事業においては、機能集約型市街地形成に沿った土地利用計画の誘導を

目指し、周辺環境と調和した工業用地、商業用地、住宅用地の整備を図り、魅力あるまち

づくりの実現を目的とする。 

 

 

（修正後） 

1.2.3 事業の目的 

対象事業計画地の一部は、仙台市都市計画マスタープランにおける鉄道沿線区域に位

置付けられており、特に東日本旅客鉄道株式会社（以下、「JR」という）仙山線愛子駅から

約 1.0km 圏内については通勤・通学地としても良好な立地条件であることから、北側の

既存市街地との調和を図り、住宅及び近隣サービス施設等の整備を行うことで、地域の

魅力を高めることが期待される。 

また、本地区と接する国道 48 号や近接している自動車専用道路、IC 周辺において

は、その立地特性を生かした工業、流通などの機能集積を推進することで、地域の特性や

交通利便性を生かした暮らしに必要な商業・業務機能等の集約を図ることが期待される。 

これらを踏まえ、本事業においては、機能集約型市街地形成に沿った土地利用計画の

誘導を目指し、周辺環境と調和した工業用地、商業用地、住宅用地の整備を図り、魅力あ

るまちづくりの実現を目的とする。 
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対象層の有効土被り圧σv'=1.65m×16kN/m3=26kN/m2

σv'＜Pc ・・・過圧密



 

 

 

対象層の有効土被り圧σv'=1.35m×17kN/m3=23kN/m2

σv'＜Pc ・・・過圧密


